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元データ：司法試験問題と正答

法務省サイトで公開されている民法・刑法・憲法の短答式試験

問題と正答（2015年以降、設問数合計843）のPDF

司法試験問題と正答のPDF
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基本的な設問の構成

組み合せ問題（組み合わせを選択、複数個を選択、各ス

テートメントに対して二択）が多い。
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司法試験問題と正答のRDF化

国際標準規格QTI(Question and Test Interoperability)に準拠

正答PDFも解析し、正答、配点、部分点ルールを抽出
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正誤問題化の例

組み合わせ問題の前提条件を残し、各ステートメントを

正誤問題化　→　LLMの試験・評価に利用

Ａが所有し所有権の登記名義人となっている甲土地をＡがＢに売却し、更にＢがＣ

に売却した場合に関する次のアからオまでの各記述のうち、判例の趣旨に照らし誤

っているものを組み合わせたものは、後記１から５までのうちどれか。

ア．ＡからＣへの直接の所有権移転登記について中間者であるＢが同意 していれ

ば、Ａが同意していなくても、Ｃは、Ａに対し、ＡからＣへの 直接の所有権移転登

記手続を請求することができる。

⇨ 正誤問題化（前提を残して、正誤問題にする）

Aが所有し所有権の登記名義人となっている甲土地をAがBに売却し、 更にBがCに売

却したとする。AからCへの直接の所有権移転登記に ついて中間者であるBが同意し

ていれば、Aが同意していなくても、 Cは、Aに対し、AからCへの直接の所有権移転

登記手続を請求する ことができる。
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応用：司法試験ナビゲータ:科目(Section)
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設問(Item)の画面
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テーマ(テーマ)の画面と個別正誤問題
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LLMでの実行結果
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2025年の結果全体

合計点 114/175 （合格ライン93点）
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まとめ

1. 司法試験問題をQTI準拠LODとして構造化

2. 組合せ問題を正誤問題として再利用可能化

3. LLM評価結果を結合し、比較・分析基盤を提供

⇒

司法試験問題に対する様々な検索を可能とした。

LLMの司法試験問題回答能力評価を３つの層（法知識の

正確性の評価、論理的一貫性や選択制約処理の評価、レ

イアウト構造認識能力の評価）で可能とした。
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